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新しい合成繊維の開発　ナイロンの開発以降，綿の特徴を
もったビニロン，羊毛（ウール）の特徴をもったアクリル繊維，
ポリエステルなど，次々に新しい合成繊維が開発された。ま
た，紡

ぼう
績
せき
技術の進歩に伴い，異なる種類の繊維からなる複合

素材がつくられるようになり，さらに，繊維の加工方法を工
夫して，肌

はだ
触
ざわ
りをよくしたり，清

せい
涼
りょう
感
かん
をもたせたりするなど，

さまざまな機能をもった合成繊維がつくられるようになった。
ポリエステルは，繊維としてだけでなく，プラスチックと
しても用いられており，使用済みのペットボトルから繊維へ
のマテリアルリサイクルも行われている。観察実験①で，確
かめてみよう。

実験

①ペットボトルを（1 cm×5 cm）に切り，その小片の端を手で持ってバーナーの 
　ごく弱い炎に入れる（燃やさないように注意する）。一部が融解して軟らかくなる。
②炎から離し，軟らかくなった部分を中心にしてゆっくり引き伸ばす。

考察

②のように細長く引き伸ばすことができるのはなぜか，考えてみる。

ペットボトルから繊維をつくろう1

①絹の織りが美しい着
物　②アクリル繊維　
③ポリエステル製のぬ
いぐるみ

②

③
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13 実験
手順①


